遠藤耕太郎著『古代の歌 - アジアの歌文化と日本古代文学』 by 工藤 隆
〔　　〕68
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遠藤耕太郎著
『古代の歌
──アジアの歌文化と日本古代文学
』
工 　藤 　　　隆
　本書の理念は「アジアの歌文化と日本古代文学」という副題に
はっきり示されている。それは、日本古代文学の分析には「アジアの歌文化」資料が不可欠になったという宣言である。従来の日本古代文学研究は、 「国文学」という伝統的名称から考えればすぐわかるように、地域は日本国の国境の内側、言語は日本語通用圏の内側という自主規制をしていた。しかし、一九九〇年代末あたりから徐々に、国境と日本語通用圏を越えて、特に中国少数民族の文化資料を視界に入れる研究が登場し始めた。代表的な著作物としては、工藤隆『雲南省ペー族歌垣と日本古代文学』
（勉誠
出版、二〇〇六年）
、西條勉 『アジアのなかの和歌の誕生』
（笠間書院、
二〇〇九年三月）
がある。特に西條『 ジアのなかの和歌の誕生』
では、 「国文学」の伝統にぴったり 「和歌 世界でさえもが、その誕生については「アジア」全体の中で把握しなければならないということを浮かび上がらせた。
　もちろん、以前から、ヨーロッパ・アフリカ・古代ギリシャ・
中国少数民族・アジア諸民族など 神話や歌文化に注目した比較研究は存在して た。しかし、一九九〇 代末あたりからのそれ
は、神話や歌資料の「表現態」や「社会態」に注目した点が、それ以前とは異なる新しい段階のものである。
　芸能史研究の分野には具体的な身体所作を指す「芸態」という
用語があるが それにならって、神話や歌の、音声によることば表現のメロディー 韻律、合唱か単独唱か、掛け合いか単独唱かといった具体的な表現のあり方を「表現態」と呼ぶことにする。また、その神話や歌の、そ 社会の中で 位置づけや、その社会の維持に果たしている役割 またその社会の呪術・世界観などとの関係など、 わば神話や歌の社会機能 側面を、 「芸 「表現態」にならって「社会態」と呼ぶことにする。すると 遠藤の本書は、中国少数民族の歌資料の、特に「表現態」と「社会態」部分に力点を置いて古代文学研究に援用している点に、一九九〇年代末以前の論との決定的な違いがある。
　従来の神話資料は、本来の歌われたり唱えられたりしていた神
話の粗筋を散文体で記述し、全体を推敲 筋の通る物語として整理した「概略神話」 あった。 「歌垣」資料といってもいくつかの歌を別々に採集して、それを出会いから結婚までの一連の流れとして組み合わせたものであった。それらは、 わば編集済み 神話や歌資料の集積であり、厳密な意味での実 資料ではなかった。その結果、神話の場合で言えば、従来の比較研究はそのほとんどが「話型」 「話素
（神話素）
」に偏ったものだった。
　「概略神話」を素材とした「話型」 「話素
（神話素）
」中心の比較
研究には次のような弱点がある。
①実態的な交流にもとづく「伝播型」なのか、各地に似たよう
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なものが登場する「独自型」なのかの区別がつかない。
②ムラの祭式・共同体運営と密接に結びついている「神話」な
のか、それらとの結びつきを失った後世的な「民話」 「芸能謠」などなのか 区別がつかない。したがって、表現世界を普遍性という視点 ら見るときには有効なのだが、 『古事記』という、七一二年の日本列島で無文字民族が文字文化に接触した初期段階で生み出した作品の固有の性格を浮かび上がらせようとするときには、歴史性および表現 違 消してしまうことになる。
③『古事記』は、日本列島民族
（ヤマト族）
が古代国家を形成し、
都市文化、宮廷文化、文字文化になじんだ段階で生み出された。しかしその『古事記』にも、縄文・弥生期的な、とムラ・クニ社会段階の言語表現の痕跡 濃厚に残っている。それら無文字とムラ・クニ段階での「神話」の「表現態」や「社会態」のイメージを得るこ ができない。そ 結果、『古事記』の表現の古層、中間層、新層を見分けながら立体的に読むことができない。
　『古事記』 『日本書紀』には、中国語文章体の地の文のほか
に、一字一音表記の歌謡
（記紀歌謡）
や、一字一音のヤマト
語表現
（たとえば「
宇う
士じ
多た
加か
礼れ
許こ
呂ろ
呂ろ
岐き
弖て
」 ）
があるなど、 『古事
記』の の中にも何段かの層がある。しかし 「話型」 「話素」からだけの接近では、無文字、 段階 声の神話」の表現部分と、国家・都市・宮廷・文字の時代の「文字の 新層との区別づけができない。
　遠藤は、中国少数民族の集落にみずから入り、現場の歌垣資料
や、現場の祭式資料を採集した。特にモソ人
（ナシ族の支系、雲南
省）
の歌掛けとイ族
（雲南省）
の葬送儀礼の現場資料は貴重である。
これらは、 「表現態」や「社会態」の部分を豊富に含んだ資料なので、記紀歌謡や万葉歌の古層と新層のふるい分けに用いることができる。
　従来の 「国文学」 としての古代文学研究でも、 日本国内の祭式・
民俗芸能などをモデルとして、 『古事記』や万葉歌 古層 推測しようとする研究はあった。それと遠藤 取った方法は方向性としては同質だが、しかし、素材の質ということで言えば、モソ人の歌掛けやイ族の葬送儀礼における「唱えごと」 、さらに本書で援用されているペー族
（雲南省）
やチワン族
（広西チワン族自治区）
の歌掛けなどのほうが、は かに原型に近い素材だと判断できる。
　日本国内では、アイヌ、アマミ・オキナワ 化がかなり中国少
数民族と共通の原型的な文化を伝えており、特にアマミ・オキナワ文化は長江
（揚子江）
流域の少数民族文化と同質の文化圏に入っ
ている。古代文学研究の最先端部は、一九八〇年代にアイヌ、アマミ・オキナワ文化までを視野に入れた
（たとえば古橋信孝編『日
本文芸史 古代Ⅰ』 （河出書房新社、一九八六年）では、 「第四部 　オキナワとアイヌの文芸」という独立の章が設けられた）
。しかし、原型性と
いう点から言えば、長江流域では多く 少数民族が無文字のことば表現を現に維持しているか、つい近年まで維持 いた。遠藤は、現在の国境線を越え 、オキナワ 先の長江流域 少数
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文化まで視界に入れる道を選択した。その具体的な成果が、 「第二部 　中国西南少数民族の歌掛けの世界」に詳細にまとめられている。
　本書「第一部 　近・現代の歌垣研究」は、歌垣研究に、少数民
族の現地取材歌垣記録が本格的に登場する二〇〇〇年代初頭以後と、それ以前とで大きな違いが出ていること 浮かび上がらせた。その中でも重要な指摘は、折口信夫の歌垣論が、フレイザー『金枝篇』の影響を深く受けたものであり、 「機能的、実態的に構築されたものではな」 ことを明らかにした点 ある。折口自身は、 「私など 対象になるものは、時代をさかのぼっていくことが多いので、エスノロジーと協力し ければならぬ」
（ 『民俗学に
ついて──第二柳田国男対談集』筑摩叢書、一九六五年）
と述べている
ように、 「エスノロジー」
（文化人類学）
から、歌垣や神話の実態
資料が提示されることを期待していた。しか 、現実に折口の期待に応えるような、古代文学研究に援用でき 歌垣や神話の実態資料が登場す のは二〇〇〇年代初頭 こと あった したがって、折口 古代文学 古層に強い情熱を持っていたことは確かであるが しかし彼が依拠した素材 水準は「実態」から遠いものであったという時代の制約 中にあった。これから 日本古代文学研究は、 「エスノロジーと協力しなければならぬ と う折口の情熱を継承したうえで、 現地取材に基づく歌垣や神話 「実態資料に基づく研究の再構築 必要なのであり 本書はその最先端の試みであるとしていい。
　なお、 「第五部 　死者をめぐる歌・唱えごと」では、中国雲南
省北部のイ族の集落での、実際の葬儀の記録が収められている。その実際の映像は、本書付属のＤＶＤ─ＲＯＭでその中心部分を見ることができる。そのうえ、そ 際に歌われ、唱えられたさまざまな 「歌」 「唱えごと」 の実際 詞章を、イ文字、国際音声記号、中国語逐語訳、中国語大意、日 語大意で記録しており、その資料的価値は高い。
　少数民族文化の調査において最も取材の難しいものの一つに葬
儀がある。これは、葬儀は年中行事など は違って いつその機会が訪れるのか予測できないから あ 外国人研究者がその葬儀の場に参加させてもらうには、良き紹介者がいたり、その村の中に知人がいるなど、なんらか 信頼関係がなければならないし、ビデオやカメラによ 撮影 許可されるということもなければならない。そ 意味で、この葬儀記録は、ほ んど奇跡に近い幸運の積み重ねによって実現したものだと言っていい。
　この葬儀では、葬儀の中でも「神話系」の「唱えごと」が唱え
られている。また、女たちによる「哭き歌」も記録された。これは死者の死を悲しみ、 死者を慕う内容が主になっている。 一方で、ビモ
（呪的職能者）
によって「唱えごと」が唱えられる。それに
は二系統があり、一つは「指路系」で、死者を死者の世界へと案内する内容のもの、もう一つは「招魂系」で、こ 葬儀で死者の世界に引き込まれようとしている生者
（主として遺族）
の魂を生者
の世界に引き戻すための内容である。つまり、死 を慕う「哭き歌」と、死者を恐怖の死霊とし 排除す 「指路系」 「招魂系」
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の「唱えごと」とが、一つの葬儀の中で同時存在しているのである。
　『万葉集』の挽歌では、もっぱら死者は慕われる存在として遇
されている。 それによってできあがったイメージが先行して、 『古事記』の表現のうちの、た えばヤマトタケルの死の段に登場する遺族の歌った四つ 歌
（
大おお
御みは
葬ふり
歌）
を、従来の国文学者はただ
ヤマトタケルを慕う歌としてのみ解釈してきた。しかし、このイ族の葬儀の実際例 モデルにすれば、ヤマトタケルの死 際には、死者を慕う「哭き歌」と、死霊として恐怖される「指路系」「招魂系」の詞章とが同時に存在したはずだということになる。ということは、 「大御葬歌」は、 「哭き歌」系統の死者を慕う歌というよりも、実 死霊として恐怖され 指路系 「招魂系」の
詞章の断片化したものかもしれないという可能性があることになる。
　古代文学作品、特に『古事記』には、仏教・儒教伝来以前の縄
文・弥生期的アニミズム・シャーマニズム文化の神話・歌文化の痕跡が、古層として隠れている。これは『万葉集』 歌についても言えることである。そういった古層からの視点を取り込んだ新しい段階の研究のあり方を提示したのが、 「第三部 　『古事記』謡物語論」 「第四部 　『万葉集』恋歌論」である。本書は、 代文学作品を古層の側から分析す ための研究に大きな一歩を踏み出した。
（二〇〇九年二月 　瑞木書房 　Ａ５判 　七〇八頁 　税込一六九九九円）
新 　刊 　紹 　介高松寿夫・雋雪艶編『日本古代文学と白居易王朝文学の生成と東アジア文化交流
』
　中唐の詩人白居易の作品は、中国国内の
みならず、日本・朝鮮半島 海を渡って多大な影響を与え、受容されてきたことは今
更いうまでもない。それは文学に限らず、信仰や政治といった多方面に及び、当時の知識人にとっては「共通モード」として存在しうる非常に重要な人物であった。
　本書は、 「日本古代文学と白居易」とい
う枠組みの中で、専攻分野にとらわれることなく集まった日中の研究者たちが、各々テーマを取り上げて考察を加える。考察対象は多岐にわた 、日本側の一方的な受容
の様相だけにとどまらず、中国・朝鮮・日本という東アジア世界を射程に入れて白居易をめぐる文学的伝統と展開の諸相を照射するところが非常に意義深い。本書には初めて示される新見が多く含まれ、今後の研究への展開に大いに寄与するであろう。（二〇一〇年三月 　勉誠出版 　Ａ５判 　三六〇頁 　税込八四〇〇円）

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